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関係各位 

新 日 鐵 化 学 株 式 会 社 
東京都品川区西五反田 7丁目 21番 11号  
代表取締役ＣＥＯ     西  恒美 

 
三 菱 化 学 株 式 会 社 
東 京 都 港 区 芝 5 丁 目 3 3 番 8 号  
代表取締役社長      冨澤 龍一 

 
 

フェノール・ビスフェノールＡの合弁事業の解消について 
 
 
 新日鐵化学株式会社と三菱化学株式会社とは、２００５年３月末をもって新日本フェノール株式会社
及び新日本ビスフェノール株式会社におけるフェノール及びビスフェノールＡの合弁事業を解消するこ
とに合意いたしました（新日本フェノール・新日本ビスフェノール両社の概要は別添資料ご参照）。 
 
新日鐵化学と三菱化学は、フェノール・ビスフェノールＡ事業の拡充及びポリカーボネート樹脂原料
の調達を目的として、１９８９年９月に共同で新日本フェノール及び新日本ビスフェノールを設立し、
１９９３年９月にフェノール設備（オランダＤＳＭ社の改良トルエン法）、ビスフェノールＡ設備の稼
動を開始いたしました。 
しかしながら、近年新日本フェノールにおいては、フェノールの原料であるトルエンの価格高騰が継
続するなど環境悪化によりコスト競争力上の課題を抱えることとなりました。鋭意コスト改善に取組ん
でまいりましたが抜本的改善の見通しが立たないため、２００５年６月末を目処に設備を停止しフェノ
ール製造を終了することといたします（なお、これに先立ち、同年３月末に合弁を解消し一旦新日鐵化
学の１００％子会社といたします）。またこれを機に新日本ビスフェノールの合弁についても解消する
こととし、今後は両社が独自にフェノール、ビスフェノールＡの生産・供給体制を強化していくことと
いたしました。 
新日本ビスフェノールにつきましては、新日鐵化学が２００５年３月末をもって三菱化学の持分  
２４．３％を譲り受け、同社は新日鐵化学の１００％子会社となります。 

 
新日鐵化学はあわせてこのたび韓国の錦湖Ｐ＆Ｂ化學株式会社（ＫＰＢ）との提携を強化し、同社が
現在建設中の最新鋭フェノール生産設備（増強後年産能力２８万トン ２００５年４月完工予定）から
のフェノールおよびアセトンを主原料としてビスフェノールＡ事業を再構築・強化していくことといた
しました。新日鐵化学は２０００年７月にＫＰＢ社に出資し、日韓２つの生産拠点体制下でグローバル
なフェノール・ビスフェノールＡ事業を展開してまいりました。今後はフェノール生産拠点をＫＰＢ社
に集約一元化した上で、このたび新日鐵化学として供給力が強化される新日本ビスフェノールのビスフ
ェノールＡ生産設備、並びに韓国におけるＫＰＢ社の同生産設備によりビスフェノールＡ事業を展開し
てまいります。今回の生産体制の再構築によりビスフェノールＡは原料の効率的な調達と供給能力拡大
とが実現され、事業が安定・強化されるのと同時に、同じくフェノールの川下商品である合成オルソク
レゾールの事業構造も強化されることとなります。 

 
一方、三菱化学は、２００３年７月に鹿島事業所においてフェノールの生産能力を年産１８万トンか
ら年産２５万トンに、また２００４年１２月に黒崎事業所においてビスフェノールＡの生産能力を年産
１０万トンから年産１２万トンに引き上げるための生産設備の増強を行ない、独自にフェノール・ビス
フェノールＡ事業の強化を図ってまいりました。三菱化学は、今後も、同事業を石化セグメントにおけ
るコア事業の一つと位置付け、更なる事業展開を図ってまいります。 

以上 
 

【本件に関するお問合せ先】 
新日鐵化学株式会社 総務部（広報）  辻 邦博、石井 秀雄 

〒141-0031 東京都品川区西五反田７丁目２１番１１号 
Tel:03-5759-2741／Fax：03-5759-2777 

三菱化学株式会社 広報・ＩＲ室     高阪 肇、木村 裕  
                 〒108-0014 東京都港区芝５丁目３３番８号 

Tel:03-6414-3730／Fax：03-6414-3745 
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◆新日本フェノール株式会社 
本  社：東京都品川区西五反田７－２１－１１（新日鐵化学本社内） 
工  場：福岡県北九州市戸畑区大字中原先の浜４６－８０（新日鐵化学九州製造所内） 
生産能力：フェノール 年産１２万トン（１９９１年３月完工） 
社  長：神永 信一（新日鐵化学ｼﾆｱｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｵﾌｨｻｰ化学品事業部長） 
資 本 金：４８０百万円 
出  資：新日鐵化学 ８７．５％ 三菱化学化学１２．５％ 
事  業：フェノールの製造・販売 
 
 
◆新日本ビスフェノール株式会社 
本  社：福岡県北九州市戸畑区大字中原先の浜４６－８０（新日鐵化学九州製造所内） 
工  場： 同上 
生産能力：ビスフェノールＡ 年産１０万トン（１９９１年３月完工） 
社  長：神永 信一（新日鐵化学ｼﾆｱｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｵﾌｨｻｰ化学品事業部長） 
資 本 金：４９０百万円 
出  資：新日鐵化学 ７５．７％ 三菱化学２４．３％ 
事  業：ビスフェノールＡの製造・販売 
 
 
◆錦湖Ｐ＆Ｂ化學株式会社 
本  社：大韓民国全羅南道麗水市華峙洞３１９ 
工  場： 同上 
生産能力：フェノール 年産１３万トンを２８万トンへ増強（２００５年 4月完工予定） 
     キュメン  年産 ９万トンを４２万トンへ増強（２００５年 4月完工予定） 
     アセトン  年産 ８万トンを１７．２万トンへ増強（２００５年 4月完工予定） 
     ビスフェノールＡ 年産１３．５万トン（２００２年１２月能力増強工事完了） 
社  長：柳 明 烈 
資 本 金：143,712百万Won 
出  資：新日鐵化学 ２１．８％ 錦湖グループ他 ７８．２％ 
事  業：フェノールおよびビスフェノールＡなどの製造・販売 
 
 
 
 
 

以 上 
 

 


